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第六次中井町総合計画基本構想の策定について 

 

中井町では、平成１８年３月に「水と緑、 人がきらめく 住んでみたいまち」を将来像

とする第五次総合計画を策定し、将来像の実現に向けて取り組みを推進してきました。 

平成２８年３月に第五次総合計画の計画期間が満了することから、これまでのまちづ

くりの成果と課題を踏まえつつ、社会環境の変化や町民ニーズに対応した新たなまちづ

くりの指針となる第六次総合計画基本構想を策定しました。 

 

（総合計画の位置付け） 

 刻々と変化する社会情勢や多様化するニーズに的確に対応し、中井町に暮らす人や

町内で働く人の満足度を高めていくためには、住民や企業との協働が不可欠です。 

 第六次中井町総合計画では、行政のみならず住民や事業者が中井町の未来の創造

のために主体的に参画する指針ともなります。 

 

１ 基本理念 

  基本理念は、今後１０年間の中井町のまちづくりを進めていくにあたり、基本とな

る普遍的な考えです。 

  少子高齢社会・成熟社会の更なる進展、地球規模での環境問題の顕在化、地震や風

水害、噴火など自然災害に対する安全・安心な地域づくりなどの課題を見据え、持続

可能なまちづくりの実現に向けて、「活力」「快適」「安心」３つを基本理念として定

めます。 
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 この３つの基本理念は、ひと・暮らしの視点から「真の豊かさ」を実現するためのま

ちづくりの基礎となる考えです。「活力」「快適」「安心」の３つ基本理念が連関し、

相互に補完する形で、町民の豊かで幸せな暮らしを支えていくことをまちづくりの基

本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 将来像 

  「活力」「快適」「安心」の３つの基本理念に基づき、将来像（目標とする１０年後

のまちの姿）について、次のように定めます。 

 

 

 

 

  ３つの基本理念の主体がすべて町民であるように、住む人、働く人、学ぶ人や、子

どもから高齢者まで町に関わりのある一人ひとりが主役です。自分たちにできること

を町の一員として自発的に取り組むことでいきいきとした未来ある町が形成されま

す。 

中井町には、自治会加入率の高さや町民の自主的な活動（ヒト）、グリーンテクな

かいをはじめとした有力企業の集積（コト）、水や緑など豊かな自然環境と集客力の

ある中井中央公園（モノ）など素晴らしい地域資源が備わっています。活力＋快適＋

安心を高めることで町の魅力を育み、一人ひとりにスポットライトの当たる町民主体

のまちづくりを目指します。 

 

一人ひとりが主役！魅力育む 里
さ

都
と

まち♡なかい 

活力 

快適 

安心 

 町民が元気で、活気のあるまちが求められています。 

 時代や社会の変化に対応しながら、町民もまちも成長できる 

「活力」あるまちづくりを進めます。 

 町民が日々の生活を楽しめるまちが求められています。 

 豊かな自然に囲まれて充実したライフスタイルを実現できる 

「快適」なまちづくりを進めます。 

 町民が落ち着いて暮らせるまちが求められています。 

 地域で支え合い良好な関係を築くなかで愛着が育まれる 

「安心」なまちづくりを進めます。 

 



                         

 

  中井町は、小高い丘や小川、田畑など豊かな自然と小規模な集落で形成された「里」

と、自立した自治体を支える産業などが集積した「まち」がほどよく調和した「里
さ

都
と

まち」として共生しています。郷土の資源を見つめなおし、町民一人ひとりが「他人

事ではなく、自分事」として捉え、町民・企業・行政が連携協力することで、住む人、

訪れる人に魅力あるオンリーワンの「里
さ

都
と

まち♡なかい」を目指します。 

３ 基本方針 

基本理念を実現するための基本方針として、次の３つを定めます。 

それぞれの基本方針は、個々の施策の内容や実施に関する基本的な方向性を定めるも

のです。 

基本方針に基づく各分野の施策展開について、おもな視点は次のとおりです。 

 

〈基本理念〉       〈基本方針〉         〈施策展開の視点〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 拠点・交流 

   まちの魅力を育み高めるために、まちの核となる拠点や地域のコミュニティ拠点

等を活用・整備します。こうした拠点を活用することでヒト・コト・モノの交流が

生まれ、活力を創出します。 

 

基本方針２ 自然・移動 

   水や緑の豊かな自然を保全し共生した生活を営むとともに、自然環境を活用した

まちづくりを進めます。環境配慮やユニバーサルデザインなど移動しやすい快適な

ライフスタイルを創出します。 

 

拠点・交流 

自然・移動 

地域・共助 

活力 

快適 

安心 

にぎわい形成 拠点の活用・整備 

ヒト・コト・モノの交流による活力 

自然環境の保全・共生と活用の展開 

町内・町外からの移動による快適さ 

地域での支え合い 良好な人間関係 

自立や共助に基づく安心の保障 



                         

 

基本方針３ 地域・共助 

   地域の良好な関係に支えられ、協力し合う関係づくりが育まれることで住み続け

たくなるまちづくりを進めます。自立を促し、相互に助け合う共助に基づく安心な

まちを地域ぐるみで創出します。 

 

４ 将来人口・将来都市構造 

（１）将来人口 

   計画期間である平成３７年度の目標人口を９,４００人と設定します。 

  １０年後の人口は現在よりも減少しますが、国立社会保障・人口問題研究所（社人

研）が推計した将来人口と比べ、若年層を中心に４００人程度人口を増加させるこ

とを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）将来都市構造 

中井町の将来都市構造は、自然豊かな「里山ゾ

ーン」と住宅や事業所等が立地する「市街地ゾー

ン」の良好な形成を目指します。 

２つのゾーンの特性を活かしつつ、さらに魅力と

活力を高めていくために、中井中央公園周辺を含

む新たな拠点を整備し、それらを骨格軸となる主

要な道路で接続することで、豊かな自然環境と共

生した活気のあるまちづくりを進めます。 
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５ まちづくりの進め方 

  基本理念を実現するためのまちづくりの進め方として、次の３つを定めます。 

 

〈基本理念〉     〈基本方針〉   〈まちづくりの進め方〉  〈進め方の視点〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの進め方１ 参加・協働 

   地方分権の進展により自立したまちづくりが求められるなか、町民・企業・行政

が連携協力していくことが大切です。 

信頼関係を築く参加・協働の場や機会を積極的に形成しながら相互理解を深め、

活力あるまちづくりを進めていきます。 

 

まちづくりの進め方２ 創造・共有 

   法律に基づくルールや財政的な制約等があるなか、関係者の理解や納得を得て、

未来志向で課題解決に向けて取り組んでいくことが大切です。 

互いの経験や知恵などを共有させることで創造性を育み、町民がチャレンジしや

すい快適なまちづくりを進めていきます。 

 

まちづくりの進め方３ 対話・共感 

   さまざまな主体から多種多様な情報が発信されるなか、正しい情報に基づき、丁

寧に対話を重ねることにより、判断し行動していくことが大切です。 

町民・企業・行政の三者で相互に情報を共有しながら、共感に支えられた安心し

て暮らし続けられるまちづくりを進めていきます。 

参加・協働 

創造・共有 

対話・共感 

活力 

快適 

安心 

●積極的な参加の 
 機会や場の創出 
●協働した取組み 
 による活力の育成 

●経験や知恵の交流 
創造の推奨 

●みんなで共有する
快適な暮らし 

●正しい情報 丁寧
な対話 

●共感に支えられた
安心な暮らし 

拠点・交流 

自然・移動 

地域・共助 



                         

 

（注１） ３月２日に開催された中井町３月議会定例会において、全会一致で議決されま

した。 

（注２） 計画の構成と期間は、基本構想、基本計画、実施計画の３層構成（従来同様） 

基本構想（１０年）は、平成２８年度から平成３７年度、基本計画（５年）は、前期（平成２

８年～３２年）後期（平成３３年～３７年）、実施計画（３年）は、３か年の計画を毎年度見

直していきます。 

（注３） ３つの基本理念を定めるにあたっては、行政の継続性・安定性など、五次から

の考え方を踏まえたうえで、社会状況の変化に対応し、持続可能なまちづくりの策定に

向けて定めたものです。各種アンケートやまちづくりカフェなどで出された町民意見を集

約してなかで、活力・快適・安心という、オーソドックスではあるが、人・暮らしの視点から

「真の豊かさ」を実現するための基本的な理念としています。 

（注４） 将来像には、２６年４月に施行された中井町自治基本条例の基本理念及び基

本原則を踏まえ、まちづくりの主役は、町に関わりを持つ町民一人ひとりであること、３つ

の基本理念である、活力＋快適＋安心を相互に高め合うことで町の魅力を育み、創出

する。そして中井町の特徴である、やすらぎのある豊かな自然環境（里）と都市的な生

活を味わえる生活環境（都）であることを表す“里
さ

都
と

まち”という造語で表現し、２つの側

面を有する魅力的なまちであることを込めています。 

（注４） 基本理念を普遍的なものに敢えて設定しながら、将来像については逆に奇をて

らった表現とすることで、町を積極的にアピールしていくツールとして通常、総合計画に

は使われることのないハートマークを付けて、町民の温かさ、熱意、情熱を示すとともに、

シビックプライドや愛郷心を喚起させる意味合いを込めています。また、行政＝お堅いと

いうイメージを脱却し、町も変わる、町民とともに協働のまちづくりを進めていく変革の覚

悟として（熱いハート）込めています。 

（注５） 地方創生総合戦略で定める施策・事業については、今後策定する基本計画の

なかで、優先的、重点的に取り組むべき施策として位置付けをしていきます。 

（注６） 将来人口は、とりわけ若い世代の転入促進を図り、世代間の均衡のとれた人口

構成をめざしながら、将来にわたって住み続けたいと思える生活の質的向上に努め、豊

かな地域文化に誇りと愛着の持てる“活力”あるまちづくりを進めていきます。 

 

【お問い合わせ】 

  企画課政策班 天野、小島 

  ＴＥＬ ０４６５－８１－１１１２ （内線２５２、２５３） 

  ＦＡＸ ０４６５－８１－１４４３ 

 

 

 

 

 


